
第55回 北海道公立学校教頭会研究大会

第４分科会
研究課題「組織・運営に関する課題」

研究主題
「子どもの学びを保障するための組織作りに係る教育環境整備と

組織の活性化を目指した教頭のマネジメント力の向上」

提言者 渡島公立学校教頭会

北斗市立島川小学校 足立雅行



はじめに・・・渡島教頭会について

渡島総合振興局内の函館市を除く
１市９町の教頭会の連合体

小学校 ３７校

中学校 １８校

小中学校 １校

義務教育学校 １校

分校 １校

複式校 １９校

担任兼務 ５校

教頭配置無 ０校



平成２９年度から令和元年度までの取組

第５課題「教職員の専門性に関する課題」について研究

研究主題
「豊かな人間性と創造性を育み未来を拓く学校教育」

～教職員の意識高揚、資質能力向上を図る教頭の役割～

教職員の学校経営参画意識向上、資質向上に教頭としてどのよう
にリーダーシップを発揮し取り組んでいくかが課題。

効果的研修、職務意識の高揚、服務規律の保持徹底、ミドルリー
ダーの育成などに注目し、自校の教育効果を高める視点からの解
明を研究する。



成果⇒教頭の関わり、ステップアップの確実な向上

教頭中心の取組から、一般教職員の組織的な取組へ

組織の活性化

令和２年度より 第１２期 全国統一研究主題

第４課題「組織・運営に関する課題」

平成２９年度からの３年計画
研究主題
「豊かな人間性と創造性を育み未来を拓く学校教育」
～教職員の意識高揚、資質能力向上を図る教頭の役割～

つなげる



研究主題
「子どもの学びを保障するための組織作りに係る教育環境整備と

組織の活性化を目指した教頭のマネジメント力の向上」

１ 主題設定の理由

・将来の予測が困難
・コロナ禍への対応

積極的・能動的な「生きる力」を育むためには…

学びの継続・保障
・ＩＣＴ機器等の活用による組織の協働
・家庭、地域と連携し、子どもの居場所を
確保するための準備

校内外にある様々な組織の活性化とその活用やマネジメントして
いく力等、教頭のより主体的な関わりについて研究する

令和２年度から４年度までの取組



研究の計画

●令和２年度：主題設定と研修計画立案、実践交流
〇ＩＣＴ機器を活用した各種会議の実践と交流
○各市町の教頭のデータ管理、保存の実態把握
○ＧＩＧＡスクール構想に対応する数年先を見据えた
ロードマップの作成

●令和３年度：実践の改善・深化
○各市町の実態把握と実践収集
○視点１の課題把握と改善点等の分析

●令和４年度：成果と課題、研究のまとめ
○視点２の課題把握と改善点等の分析
○成果の分析・まとめ



研究の概要

（１）研究の全体像
①研究推進ロードマップの作成
②ロードマップに基づき教頭一人一人が自校の実態を踏まえ、
「学校で取り組むこと」を各自で定める

③日常的な実践と成果や課題を「共通取組シート」に蓄積する
④各校の実践は年次毎に各市町（単位教頭会）で取りまとめる。

（２）研究の流れ
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２つの視点

☆ 学校が組織として機能し、学校を取り巻く様々な課題に適正かつ迅速に
対応するための体制づくりに関わって

【視点１】子どもの学びを保障するための組織的なＩＣＴ機器等の活用と
マネジメント
①ＩＣＴ機器の活用
（教育的効果と予測される問題点とその解決策等）

②異校種間、学校間との協働性、家庭・地域との組織的な連携

【視点２】組織の活性化を促す教頭のマネジメント
①学校組織の活性化とデータの管理、保存の在り方
②働き方改革との関連性について



共通取組シート①

◇ 平成２９年度から令和元年度までの３か年研究で使用

「学校で取り組むこと」を各自で定め、
「終結」段階における教職員の意識・資
質と児童生徒の向上的変容を目指し、
リーダーシップを発揮する上で「いつ」
「だれに」「どのように働きかけをする
か」、ステージを上げるために取り組ん
だことを成果として積み上げることで自
己研鑽に励むことを目的として使用。

「共通取組シート」という名前を引き継
ぎ、内容を研究主題に合ったものに切り
替えつつ「実践のまとめシート」と兼ね
る形式とすることで、日常的な実践と成
果や課題を蓄積しやすいよう工夫した。



共通取組シート②

























成果

□ 研究の全体像を確認
□ 単位教頭会で取り組んだ成果
→ ・オンラインでの研究大会
・ホームページでの資料閲覧による交流

道公教第15次３ヶ年継続研究
→ コロナ禍により様々な制限がかかる中での取組

課題改善に向けた方策や取組、成果や課題の共有化



課題

■ ＩＣＴ機器等の活用とマネジメント
・ 活用状況の差が生じている実態
■ 視点２及び３ヶ年継続研究の成果の分析・まとめ
→ １１月２６日（土）
第５７回渡島公立学校教頭会研究大会

□ 教頭のマネジメント力向上のための具体的な
取組について整理及び実践の継続

□ 次年度から始まる第16次３ヶ年継続研究を見
据え、継続性・関与姓・協働性を視点とした取
組の深化

～ 御清聴ありがとうございました。～


